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食料・エネルギーの地産国消等の取組み事例紹介

令和 7 年 ８ 月
東急建設株式会社 関西支店

桃生産組合との連携協定による継続的な支援活動
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①活動地区の紹介・課題と当社の活動への参画

地区の紹介
○あら川地区（和歌山県紀の川市桃山町）の桃栽培は、和歌山県北部_紀
の川中流部左岸にある百合山（最初が峰）の山腹で大正期から栽培が始まり、
今では桃の代表的なブランド「あら川の桃」の名前で高い評価を得ており、全国に
知られています。 ＊和歌山県の生産量は西日本で最も多く、全国第５位
○「あら川の桃」の名称は、平成6年7月29に特許庁に「商標登録」、令和5年
7月20に農水省実施の「地理的表示保護制度（GI）」に登録されています。
地区の課題
○果樹農業の課題として、ある程度の若い農業者も育っているが、高齢化、担い
手不足があり対策が必要であった。 また、農繁期は収穫とともに集出荷作業に
多くの人手が必要であった。
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あら川地区

当社の地域貢献活動への参画
○当社は農林水産省が国民運動として推奨するニッポンフードシフトに賛同し、
推進パートナーに登録・加入しました。
○当社の地域貢献活動として、工事現場所在地の周辺地域関係者が抱えてい
る課題に対して支援できないか、検討していました。
関係工事現場：近畿農政局 事業地区の水路工事（和歌山県内）
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② あら川第一桃生産組合との連携協定の締結

連携協定書近畿農政局 事業地区の水路工事の施工
がきっかけとなり、2023年6月16日に農事
組合法人あら川第一桃生産組合と東急建
設㈱関西支店と「地域農産物消費の拡大
等に向けたボランティア活動についての連携
協定書」を締結しました。

・ 

この連携協定に基づき、地域農産物消費の
拡大等を推進することで、より一層の地域農
業の振興を図ることを目的として 当社は、
農繁期の収穫等の支援として、集出荷選果
場での「桃の選別、運搬、積込み等」の作
業を行うことで合意しました。

・ 

P2

この活動は、当社グループの企業ビジョン
「VISION2030」にある「社会貢献を経営
の軸と考え、すべてのステークホルダーに「感
動」を提供し、皆様から応援される会社」の
一環として実施しています。

・ 
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③連携協定に伴う活動状況（1/2）
支援活動実績
・活動期間（桃収穫期ピークの期間）
Ｒ５年７月10日～７月20日
Ｒ６年７月10日～７月20日
Ｒ７年７月 ３日～７月11日
・活動場所
 あら川第一桃生産組合集出荷選果場
・作業内容
 詰合セット毎の選別、運搬、積込み作業
 発送用詰合箱ひも結束作業
・活動実績（営業、土木部社員 2～3人/日)

R5 延べ ２４名、R6 延べ １９名
R7 延べ １９名

連携協定書に係る確認書（事例R6を添付）

P3

参加者の写真
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連携協定に伴う活動状況（２/2）

P4

発送先毎、詰合箱ひも結束作業状況 詰合セット毎 選別状況

詰合セット毎、選別作業状況 詰合セット毎選別作業状況集出荷選果場内
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④ 社内・グループ内での地域農産物消費拡大の働きかけ

2024年7月及び2025年7月、関西東急会（当社グループ会社の会）イベント
において、地域農産物である「あら川の桃」のＰＲとして、幟・ポスターの掲示、桃詰
合セットを景品、産地直送紹介パンフレットを参加者に配布 などを行いました。
2025年７月、東急建設㈱関西支店の社員に向けて、地域農産物消費拡大の
一環として、「あら川の桃」箱詰セットのオンラインショップの紹介を行いました。

・

このような取組は、関西支店社員及びグループ会社の方々から大変好評を受けて
おり、引き続き来年も実施する計画としています。

・

・

オンラインショップの紹介（社内向け）

P5

グループのイベント状況



Copyright(C) Tokyu Construction. All rights reserved.

⑤ 取組みの効果 今後の活動

連携協定の期間は、１年間となっています
が、両者申し出ない限り毎年自動更新であ
り、毎年連携相手と調整を行いながら、引
き続き活動を継続していく計画です。

P6

連携協定書に伴う活動へのお礼
連携相手の あら川第一桃生産組の代表
理事より当社活動に対して、添付のとおり、
「桃収穫期のピークを乗り越え、収穫作業
全般を終了できました」と礼状をいただきまし
た。

・

・

関西東急会等イベントでのＰＲ活動及び
関西支店職員に向けオンラインショップの紹
介等での地域農産物消費拡大に向けた活
動において、さらに範囲拡大となるよう検討
も含めて、引き続き活動を継続していく計画
です。

・
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